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ス イ ス 捜 索 救 助 犬 協 会 の

来 日 を 機 に
，

災 害 救 助 犬

ネ ッ ト ワ
ー
ク が サ

ー
チ ＆

レ ス キ ュ
ー
研 修 会 を 実 施

･ べ

｢月刊消防｣ 編集室

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実

戦
的

に
す
る
た
め
に
、

で
き
る
限
り
事
前
に
情
報
を
提
供
せ
ず
訓
練
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
の
訓
練

が
時
間
内
に

要

救
助
者
を
全
員
救
出
で
き
な
い
結
果
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
今
回
の
経
験
が
今
後
の
活
動
に
必
ず

生
き
る
は
ず
と
の
主
催
者

（
Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ｎ
＆
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
Ｇ
）
の
意
向
に
怯
づ
い
た
方
針
に
よ
る
も
の
。

今
回

の
訓
練
は
、
現

場

の
指
揮

は
渋
川
広
域

消
防
本
部

が
担

い
、
捜

索

は
災

害
救
助
犬

ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク
の
救
助
犬
を
活
用
し

て
実
施
ノ

要
救

助
者

が
発
見
さ
れ
た

ら
木
更

津
市
消
防
本
部
救

助

隊

が
救
出
す

る
と

い
う
流

れ
で
行
わ
れ
た
。

訓

練

は
１３
時
2
0分

に
渋
川
広

域
消
防
本
部
指

揮

隊

が
現
場

に
到

着
し

た

と
こ

ろ
か
ら
始
ま

っ

た
。
現

場
で
呼
び

か
け

た

と
こ

ろ
、
２
人

の
住

民

（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）

が

「
」｝いに
く
探

せ
、
確
認

で

き
な

い
人

が
５
人
以
上

い
る
」
と
迫
り
、
現
場

へ
入
ろ
う
と
す

る
の
を
指
揮

隊

が
制
止
す
る
こ

と
が
最
初

の
活
動

と
な

っ
た
。
1
0分
後

に
木
更

津

市

消

防

本

部

の

救

助

隊

、
救

助

犬

が
到

着

し

、
す
ぐ
に
、
救
助
犬
２
頭

が
捜
索

に
着
手
、

５

分
後

に
２
人

の
居

場
所

を
告
知
、
救
助
隊

に

引

き
継

い
だ
。
要

救
助

者

の
救
出
結
果

に
つ

い

て
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た

（
「
千
葉
県
消
防
学
校

震

災
訓
練
場
」
の
番

号

の
位
置

も
参
照

）
。

・
Ｉ
人
目

・
上
手

の
中

か
ら
3
0分

後
に
救
出

。

・
２
人
目

‥
生
存

確
認

は
比

較
的

す
ぐ
に
で
き

た
が
、
救
出

に
手
間
取
り

、
1
4時

令
和
５
年
５
月
２
日
（
火
）
に
、
千
葉
県
消
防
学
　
　
１６

校
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
救
助
犬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｎ

）

が

企

画

運

営

す

る

サ

ー

チ

＆

レ

ス

キ

ュ

ー
研

修

会

が

行

わ

れ

、

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｎ

や

渋

川

広

域

消

防

本

部

、

木

更

津

市

消

防

本

部

な

ど

か

ら
4
0
名

が

参

加

し

た

。

今

回

の

サ

ー
チ

＆

レ

ス

キ

ュ

ー

研

修

会

に

は

、

ス

イ

ス

捜

索

救

助

犬

協

会

（
Ｒ

Ｅ

Ｄ
ｏ

Ｇ

）

で

捜

索

隊

長

を

務

め

、

東

日

本

大

震

災

の

際

に

支

援

隊

と

し

て

参

加

さ

れ

て

い

た

」
ｉｎ
ｄ
ａ
 Ｈ
ｃ
ｍ

Ｉｓ
Ｄ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
氏

な

ど

３

名

が

来

日

し

て

参

加

し

た

。

Ｒ

Ｅ

Ｄ
ｏ

Ｇ

の

３

名

は

、

午

前

中

に

実

施

さ

れ

た

災

害

救

助

犬

の

育

成

や

災

害

現

場

に

お

け

る
活

動

要

領

、

事

例

の

紹

介

と

い

っ

た

講

義

の

講

師

を

務

め

た

ほ

か

、

午

後

の

訓

練

で

は

、

設

定

（
要

救

助

者

を

隠

す

場

所

の

決

定

や

訓

練

想

定

）

を

担

当

し

た

。

訓

練

の

参

加

隊

は

当

口

の
1
2
時

が

初

顔

合

わ

せ

で

、

事

前

打

ち

合

わ

せ

は

な

し

。

同

じ

消

防

組

織

で

は

あ

る

が

エ

リ

ア

が

違

X
9
 
/

ｔ
Ｖ

普
段
は
交
流
も
な
い

組
み
合
わ
せ
で
行
っ
た
。

通
常
の
訓
練
で
は
時
間

的
な
制
約
が
あ
り
、
時
間

内
で
訓
練
が
目
的
に
沿
っ

た
形
で
完
結
す
る
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
実
際
の
現
場
で
は

訓
練
の
よ
う
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
ヶ
Ｉ
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考

３

人
目

表　参加者内訳

スイス捜索救助犬協会(REDOG) ３名

渋川広域消防本部指揮隊 ４名

木更津市消防本部救助隊 15 名

災害救助犬ネットワーク(DRDN) 15 名

通訳 ３名

5
8分
に
瓦
疎
の
中
か
ら
救
出
。

救
助
犬
が
反
応
は
示
す
が
明
確
な
告
知

が
得
ら
れ
ず
、
1
4時
救
助
隊
が
資
器
材

を
使
っ
て
要
救
助
者
の
生
存
を
確
認
、

救
助
作
業
に
入
り
、
1
4時
5
3分
に
救
出
。

・
４
人
口

‥
捜
索
救
助
の
作
業
中
の
混
乱
に
乗
じ
て

Ｉ
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
の
新
た

な
情
報
か
ら
捜
索
し
、
救
助
犬
が
発

見
、
救
出
し
た
。

訓練 を終え て 「災害 救助 犬 ネッ トワー ク」

ＤＲＤＮとＲＥＤＯＧは2018 年に連携協定を締結していま

す。令和４年度はＤＲＤＮがスイスＩＴＷに訪欧しました。今

年はＲＥＤＯＧが来日しましたが、その目的は日本の災害救助

犬の認知、意識向上とスキルアップ、もう一つはＲＥＤＯＧが

日本の災害支援で来日したときに現場活動が効率的にできる

ように防災機関、救助隊との交流、理解を深めるためです。

今回行った訓練の事後検証は、これから3者で行う予定で

すが、それぞれが改善すべきところがあるはずです。私たち

救助犬は、災害場所によってどの消防と連携するのかわかり

ません。消防機関は全国700 余ありますが、そのすべてと機

能的に連携できるかは不透明です。救助犬の能力を効果的、

効率的に活用することができるように、消防本部や現場部隊

の理解が進むことを願っています。

９消防　２０２３年7 月号１７　 月刊消防2023 年 ７月号
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－ －

②要救助者への告知

②の救出

臨

③要救助者への反応を示す

③の救出

１９　皿消防2023 年７月号

曳勉き

③要救助者の場所を特定する

Ｉ

１

訓練を実施した「干葉県消防学校震災訓練場」。写真上に付記された数字は、要救助者がいた場所を示すO

①の告知 要救助者 を早く救出 するよう詰め寄る関係者をなだめる指揮隊。

Oj消防2023 年7 月号 １８
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